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汎用メッセージングシステムの制約

　今日メールシステムは、インターネット環境

で最も重要な情報インフラであり、より高い信

頼性や生産性が求められています。そのた

めシステムの資質を評価する上でも、システ

ムの働きの前提となるアーキテクチャーを理

解することが重要であるのはいうまでもあり

ません。システムの管理全般や安定性、パ

フォーマンス、メンテナンス、スケーラビリ

ティーを決定付けるのが、ハードウェアとソフ

トウェアのアーキテクチャーであるからです。

　これまでメールサーバーを構築するに

は、一般的にUNIXなど汎用OSをベース

にした汎用機にsendmailのようなフリー

ウェアのメールサーバーソフトを搭載して、

作り込みが行われてきました。このような従

来型の汎用システムによるメールサーバー

が抱える問題点は、異種のハードウェアや

ソフトウェアを構成することによる非効率性、

信頼性およびセキュリティーなどに対する

不安だといえます。そのため、信頼性やパ

フォーマンス、セキュリティーの面で要求さ

れるレベルを満たすには、高価で統合され

ていないシステムを複数配備せざるを得な

かったわけです。

　汎用システムにおける作り込みでは、

サーバーのプラットフォームやOS､データ

ベース、ストレージなどいろいろな構成要素

を選んで、最適化しチューニングすることが

必要になります。メモリはどのくらい必要か、

CPUはいくつ必要か、ディスク容量をどうす

るかなどハードウェアにおける設定だけでな

く、ソフトウェアやそのバージョンの最適な組

み合わせを検討しなければなりません。し

かし考えられる設定は数限りなくあり、すべ

ての設定を完全にテストするのは不可能で

す。難しい設定上の疑問に対して答えを出

すためには、専門的スキルが要求されるの

はいうまでもありません。

　汎用システムは、アプリケーションを数多く

収容するため、機能を特定のアプリケーショ

ン用に最適化することは困難です。また特

定のアプリケーションにとっては、汎用システ

ムに組み込まれている機能のすべてが有益

とは限りません。さらにシステムが複雑になる

と、プログラムも複雑となり、必然的にバグが

潜在する可能性がきわめて高くなります。

メッセージに特化した
アプライアンス・サーバー

　汎用システムでは、導入から稼働までに

時間がかかるばかりか、運用管理に多くの

手間とコストを費やさなければなりません。い

うまでもなくシステムを立ち上げ、稼働させる

には、高度に熟練した管理者を確保するこ

とが必要です。

　しかし組織の中でUNIXやメールシステ

ムについて専門知識を持つ管理者は決し

て多くいるわけではなく、その確保はますま

す困難になってきています。システムを作り

込んだ管理者がいなくなってしまうと、システ

ムを理解する人は誰もいなくなり、運用管理

の上で重要な問題を引き起こしてしまいま

す。メールシステムが止まって対応ができ

ず、お客様との間のコミュニケーションが途

絶えてしまい、ビジネスに影響を与えるという

事態も実際に起こっています。

　したがって、最小限の管理者だけで対応

できるメールシステムを選択することが望ま

れます。さらに導入される前に、システムは

すべて完全に設定がなされ、信頼性やパ

フォーマンスにおいて厳しい水準を満たす

ために徹底的にテストされていることが必

要です。
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　このような汎用システムの制約を克服す

るために、米国Mirapoint社が開発したの

が世界初のインターネット・メッセージングに

特化したメッセージ・アプライアンス製品群で

す。ミラポイント製品を使用することで、メー

ルシステムを容易に構築でき、高度な信頼

性を保ちながら容易な管理を可能とするこ

とを基本としています。複雑な操作を軽減し

たシステムに対して、エンドユーザーがいつ

どこからでも自由にアクセスできるソリュー

ションを提供しようというものです。

　ミラポイント製品は、ハード、ソフト、データ

ベースなど必要な要素をあらかじめ最適化

し、メールシステムに要求される性能と機能を

1台で実現しています。専用ハードウェア上に

UNIXをベースとしたメッセージングに特化し

たMirapoint社開発のオペレーティングシス

テムMOS（Mirapoint Operating System）

を搭載しています。MOSはメールシステムに

必要な機能だけを実装し、管理しやすく、アッ

プグレードの負荷も最小限で済みます。あら

かじめ管理用のGUI（Graphical User

Interface）が用意されているので、メンテナン

スや作り込みのための技術者も不要です。

　機能が制限されていますので、特定部分

だけを設定すれば、そのままメールサーバー

として稼働することができます。SMTP

（Simple Mail Transfer Protocol）、POP3

（Post Of f ice Protoco l ）、IMAP4

（Internet Message Access Protocol）、

HTTP（Hyp e rT e x t  T r a n s f e r

Protocol）、LDAP（Lightweight Direc-

tory Access Protocol）などインターネット

標準プロトコルに対応するとともに、SSL

（Secure Socket Layer）、SSH（Secure

SHell）の暗号機能、ウィルスチェック、スパム

メールの排除などのほか、ネットワークのポー

トは必要以上にアクセスできないように限定

するなど、厳重なセキュリティー機能を組み

込んでいます。

今後はメッセージングの
エンジンとして発展

　ミラポイント製品は、メールをリレーする機

能やアンチウィルス機能、メールストア機能

などを１台で備えています。メッセージサー

バーを完全にスタンドアローンで使用できる

だけでなく、メッセージルーターやディレクト

リーサーバーと組み合わせて3階層のシス

テムを構築することもできます。ルーティン

グ、ストレージ、スイッチングの機能の3階層

構造により、大規模な要求に応えることが

可能です。

　お客様が使用する環境においてIMAP4

を使用した場合、同時に最大3,500セッショ

ンまで１台で管理可能です。広範なメッセー

ジング要求に対するミラポイント製品の優れ

たパフォーマンスは、様 な々ベンチマークで

実証済みです。

　バージョンアップにともなう煩雑な作業は、

必要ありません。セキュリティーホールに対

応するためにパッチを当てたり、セキュリ

ティー強化の設定をしなくても、コマンド1つ

でOSのバージョンアップを行うだけでよいの

です。バージョンアップは、新しい機能を追

加していくためのものです。

　ミラポイント製品は、スタンドアローンから中

規模、大規模までのシステム構成ができ、ミッ

ドレンジからハイエンドまでの用途をカバーし

ています。企業以外にも、サービスプロバイ

ダー、データセンター、大学、官公庁などで使

メッセージングアプライアンスサーバーMIRAPOINT

「Ｍ2500インターネットメッセージサーバー」。ターンキー方

式のメッセージ・アプライアンスを提供し、標準化された通信ソ

フト、最適化されたハード、RAID（Redundant Arrays of In-

expensive Disks）ストレージを統合。メッセージネットワーク

で最も要求される信頼性を満たしている。

い始めていただいています。e-Japanが進

められる中で、地方自治体の導入も増えてく

るようになりました。

　ミラポイント製品はメールサーバーではな

く、メッセージングサーバーという位置付けに

なります。テキストを主体としたメールだけで

はなく、FAXや画像データ、音声データな

ど、いろいろな性質のデータを統合できるユ

ニファイド・メッセージングのエンジンなので

す。ワイヤレスやモバイル分野においても、イ

ンターネット・メッセージングは重要なアプリ

ケーションです。ｉモードなど新しい技術も取

り込んでいます。

　今後発展していくであろうユニファイド・コ

ミュニケーションに関するメッセージに対応

できるようにします。すでに海外では、ユニ

ファイド・コミュニケーションをサービスとして

提供しており、日本でも企業の中でのコミュ

ニケーションはすべて統合されていくであろ

うと考えています。


